
【理科・中３・エネルギーと仕事・エネルギーの変換効率】①

（知識・技能）エネルギーを日常生活や社会と関連付けながら、仕事とエネルギー、力学的エネルギーの保存、様々なエネルギ
ーとその変換を理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付けている。

（思・判・表）エネルギーについて、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して解釈し、力学的エネルギーや様
々なエネルギーの規則性や関係性を見いだして表現するとともに、探究の過程をふり返っている。

（学びに向かう力等）エネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しよ
うとしている。

表計算ソフトを活用した、正確な計算及び時間短縮による、「結果を基に考察を行い、結論を導く」活動時間の確保

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力

【つかむ】前時を振り返り、エネル
ギー変換に関する問題を見いだ
し、課題を設定する。

エネルギーが他のエネルギーに移
り変わるとき、全て目的のエネ
ルギーに変えられるだろうか。

【追究する】仮説の検証に必要な
方法を確認し、エネルギーの変換
実験を行い、結果から仮説の妥
当性を考察する。

【まとめる】各々の考察から結論を
導き、学習を振り返る。

○教師が予め、前提条件や実験で得た結果を入力すれば自動で計算結果が得られるシ
ートを表計算ソフトで作成しておく。（シートは、実験のグループ内の生徒全員が編集、
閲覧できるように、共有化する）

○探究の過程を重視した授業を前提として、授業のねらい（本時の課題の解決）を達成
するための考察の時間を十分に確保するため、表計算ソフトにより計算を省略する。

【事例におけるＩＣＴ活用の場面①】
○学習支援ソフトを用いて生徒にシート（教師が表計算ソフトで予め作成したもの）を提
供し、生徒は実験を行いながら、実験の前提条件や得られた結果をシートに入力する。
（グループの代表が入力し、計算結果が個々のＩＣＴ端末に瞬時に反映される。）

【事例におけるＩＣＴ活用の場面②】
○表計算ソフトで得られた結果などを基に個々で考察し、本時の課題についての答えや、
変換されなかったエネルギーはどうなったかについて、グループや全体で話し合う。



【理科・中３・エネルギーと仕事・エネルギーの変換効率】②
【事例におけるICT活用の場面①】

【活用したソフトや機能】
・学習支援ソフト（データやリンクの共有）
・表計算ソフト（計算の自動化 共同編集）

写真２

写真１

写真１は、【追究する】の過程において、実験の前提条件や、実
験の結果を予め教師が作成した表計算ソフトに入力し、実験によ
る発電の変換効率を求めた様子である。本シートは実験グループ
内で共有しており、お互いに編集したり個々のＩＣＴ端末で確認
したりすることができる。また、写真１のように大型モニターにシート
を表示することで、学級全体で情報を共有している。

必要な情報を入力することで、正確な計算結果を瞬時に得たり共有
したりすることができ、考察の時間を十分に設けることができた。

本時は「思考・判断・表現」に重きをおく学習であったため、表計算ソフ
トを用いて計算を省略する授業デザインとした。単元の別の時間におい
て、エネルギーの変換効率を自分で算出する学習は行っている。単元を
デザインする中で、ＩＣＴのよさを効果的に活用した事例である。

写真２は、【追究する】の過程において、表計算ソフトで求めた発
電効率を基に考察し、本時の課題の解決に向けて意見を交わしている
様子である。

表計算ソフトにより生み出された時間を活用して、本時の課題につい
ての答えや、変換されなかったエネルギーはどうなったかについて、グループ
や全体で話し合い、生徒たちの言葉で結論をまとめることができた。

話合いにより考察が充実したのは、探究の過程を重視した授業デザイ
ンがなされたからであり、だからこそＩＣＴのよさ（時間短縮）が発揮さ
れたと言える。

【事例におけるICT活用の場面②】


